
  甲府商業高校 商業高校の授業 （商業研究部） 

１．商業高校は・・・ 

  〇働くことを学ぶ！学校です。 

  〇働くこと、働く技術、働くマナー・・・どこで学ぶか？ 

  〇普通高校 → 大学 → 就職  きちんと働く技術を身に付けて、社会に出ているか？ 

  〇専門高校・学科（商業・工業・農業・福祉・・・） 

   高校卒業後すぐに社会に出て働ける技術・マナー・知識を学ぶことができる 

   

２．【商業】って何だ？ 

  〇モノ（サービス・情報）を、作った人から欲しい人へつなげ人々の生活を豊かにする営み。 

  〇その営みを、基礎的科目・総合的科目と４つの分野の科目において、学問として学ぶのが 

  商業高校での商業科目の授業 

 

商業とは・・・               商業高校の授業は・・・ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

商業の基礎的科目・総合的科目と４分野の対応科目・対応検定試験 

総合的科目 課題研究  総合実践   

 

    

 

会計分野 ビジネス情報分野 マーケティング分野 マネジメント分野 

内
容
等 

会社のお金の流れをしっ
かり把握し会社の成績表
である「貸借対照表」 
「損益計算書」を作成。 
＊目指すは、夢の税理士
や公認会計士へ 

コンピュータやインター
ネットを利用し、企業に
役立つ情報を収集・処理
・分析する力をつける。 
＊将来は、システムエン
ジニアへ 

効果的にﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞを展開
する力及び顧客を理解し
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの考え方を踏ま
えてビジネスを展開する
力を身につける。 
＊将来は、販売や営業、
商品企画のリーダーへ 

経済社会の動向や法規な
どを踏まえて、経営資源
を最適に組み合わせてビ
ジネスを展開する力をつ
ける。＊将来は、起業経
営も夢ではない！ 

科
目
名 

簿記、財務会計Ⅰ、 
財務会計Ⅱ、原価計算、
管理会計 

情報処理、ｿﾌﾄｳｪｱ活用 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ、情報関係基
礎、情報総合ⅠⅡ 

マーケティング、 
商品開発と流通 
観光ビジネス 

ビジネスマネジメント、 
グローバル経済、 
ビジネス法規 

検
定
試
験 

簿記実務検定 
会計実務検定 
 
日商簿記検定 

情報処理検定 
 ビジネス情報部門 
 プログラミング部門 
ビジネス文書実務検定 
ITﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ 

商業経済検定 
 ビジネス基礎 
 マーケティング 
 商品開発と流通 
 

商業経済検定 
 ビジネスマネジメント 
 ビジネス法規 

    

基礎的科目 
ビジネス基礎 ビジネス・コミュニケーション 

（対応検定）ﾋﾞｼﾞﾈｽ計算実務検定･ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ検定 

 



３．商業科と情報処理科 

 商業科と情報処理科では、学科の特性上学んでいる内容が違います。同じ科目名であっても、授業

時間数の違いで、授業内容や検定受験の時期・受験できる級が異なります。 

 １年次は各学科ともビジネス基礎・簿記・情報処理という基礎科目を履修します。 

 ２年次以降は、それぞれの学科で必修科目を学習するとともに、進路に応じた選択科目も用意され

ており、将来に役立つ学びを計画することができます。 

 また「簿記」に関しては、どちらの学科も卒業までに全商検定１級取得が可能となります。 

希望者は、２年次から日商簿記検定の学習内容を選択することも可能です。 

  

【３年間の授業】３年間の授業計画（教育課程）表 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※各学年で１週間にどのような科目を学習するかを図にしてあります。 

 ※全体の授業時間数の３分の１が商業科目の授業になっています。 

 ※２年次より進路に応じた科目を選択可能となっています。 

 

 

 

〇１年次の基礎科目学習を経て、２年次より経

済科目を履修します。日本の経済や世界経済の

動向、世界の時事問題に関する知識、企業経営

の特色や課題や起業の知識など経済活動につ

いて幅広く学習します。 

 また、２年生からの選択により、経済につい

てさらに詳しい学習や、高度な簿記会計、表計

算やﾋﾞｼﾞﾈｽ文書の技術を学ぶことができます。 

 就職希望者だけでなく経済系経営系会計系

の大学や短大・専門学校等への進学を考えてい

る人は商業科を考えてみてください。 

●検定合格目標 全商簿記１級 商業経済検

定１級 情報処理検定２級 

●希望により受験可能 日商簿記検定 ビジ

ネス文書検定 珠算・電卓検定 秘書検定等 

〇１年次の基礎科目学習の中で、商業科より情報

処理の時間が多くなっています。情報処理の知識

や技術を表計算ソフトを使い習得するとともに、

問題解決のためのアルゴリズムやプログラム言

語を使ったプログラミングを学びます。 

 また、情報処理の国家資格であるITパスポート

の学習やPythonを使ったﾛﾎﾞｯﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを学

び商業活用法などを考える授業もあります。 

 情報系に興味のある就職希望者だけでなく、情

報系大学や短大・専門学校等の進学を考えている

人は情報処理科を考えてみてください。 

●検定合格目標 全商情報処理（ビジネス情報１

級・プログラミング１級） 全商簿記１級 

●希望により受験可能 ITﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ 日商簿記検

定 ビジネス文書検定 珠算・電卓検定等  

商業科 情報処理科 

商業科（週30時間）

1
年

L

H

R

２
年

L

H

R

３
年

L

H

R

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

簿記 情報処理
ビジネス

基礎

財務会計 Ⅰ 原価計算
ビジネス

マネジメント

会計実務

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
ｿﾌﾄｳｪｱ活用

情報関係基礎

普通科目

普通科目

選択Ⅲ 課題研究 ビジネス

法規

総合
実践

普通科目 選択Ⅰ 選択Ⅱ

情報処理科（週30時間）

1
年

L

H

R

２
年

L

H

R

３
年

L

H

R

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

ビジネス

法規

総合
実践

情報処理簿記

普通科目 財務会計 Ⅰ 原価計算
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｿﾌﾄｳｪｱ活用

普通科目 選択Ⅰ 選択Ⅱ 選択Ⅲ 課題研究

普通科目
ビジネス

基礎



４．商業高校と言えば、【検定】？ 

  〇商業で実施する【検定試験】は、それぞれの授業の内容の理解度を確認する試験です。 

   普段の授業内容がしっかりと理解できていれば、検定試験に合格できます！ 

  ・検定試験が近くなると、放課後遅くまで問題に向き合う生徒の姿がみられます。 

  〇【検定科目】にはどんなものがあるの？ 

  ●全国商業高等学校協会主催（一般的に商業高校生の資格取得の基準とされるもの。日本の多 

   くの商業科目を学んでいる生徒が受験しており、１級に合格すると、○冠と呼ばれる検定です） 

   ビジネス計算実務（珠算） ビジネス計算実務（電卓）  簿記  ビジネス文書   

情報処理（プログラミング） 情報処理（ビジネス情報（表計算） 英語  会計実務  

商業経済      ★９種目あるので、全てに１級合格すると９冠になります 

  〇全商以外に、大学生・専門学校の学生や一般の方対象の検定試験も受験しています。 

  ●日本商工会議所主催 簿記検定  ●実務技能検定協会主催 秘書検定 

  ●情報処理推進機構  IT パスポート試験  基本情報処理技術者試験 

  ●全国経理学校協会主催 電卓計算検定    などがあります。 

 

   

 

 

 

  

  ※とある書店の一角に“決算書を読む”ためのコーナーが設けられていました！ 

  

   

   

  

  

 

 

５．検定合格（資格取得）はゴールではない！ 

〇甲府商業では、授業が一番大切！ということで、授業に真面目に取り組んでいれば検定合格もでき

ます。しかし、検定合格はゴールではありません。検定に合格しても、例えるならペーパードライバ

ーのようなものです。ただ合格したというだけではダメで、それをどう仕事に活かせるか、が大切な

のです。検定に合格すれば（資格があれば）仕事が出来る！という訳ではありません。企業が求めて

いる人材は、基礎学力・能力・技術の上に、コミュニケーション能力や自分の考えや意見を自分の言

葉で発信できる能力を持っている人、だと考えます。 

 甲府商業生は、１・２年次の授業で社会に出てから必要な基礎知識・能力・技術を学び、それは検

定合格という形で表されます。３年になると１・２年生の学習の上に、企業で必要な人材となるため

の知識・能力・技術を身に付けるため必修科目や選択科目で、社会人としての素養を身につけること

ができ、社会の即戦力となれる知識習得や技能実習を行っていきます。 

 ３年生になると、「課題研究」という科目の中で、地元山梨のことを深く学んだうえで、地元の課題

や問題点に注目し、その解決方法を考え発表する取り組みをします。中にはそれをビジネスプランに

し、各種コンテストに応募する活動もしていきます。 

 

将
来
の
自
分
へ 

 

財
産
作
り
を
！ 

●財務諸表を読み解くための本がたくさん並
んでいます。世の中には、財務諸表を読みた
い人・分かりたい人が大勢いるということで
すね。 
 商業高校生は、財務諸表（決算書）を作成
したり、財務諸表から様々な分析をし、企業
の経営の状態を知るための基礎を学んだりし
ています。 


